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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリス（２，６－ジメチルヘプタン－３，５－ジオナト）プラセオジム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規なプラセオジム化合物およびその製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、プラセオジムトリイソプロポキシドを用いて、２，６－ジメチルヘプ
タンジオン（ｄｉｂｍ）と配位子交換することで、Ｐｒ(ＯｉＰｒ)n (ｄｉｂｍ)3 - nを
合成している。しかし、報告されている化合物は、ｎが１又は２の化合物のみである。
【０００３】
特許文献２にはトリス（２，２，６，６－テトラメチル－３，５－ヘプタンジオナト）プ
ラセオジムを重合触媒として用い、エチルアルミニウムセスキクロライド及びジブチルマ
グネシウムを助触媒とするブタジエンの重合例が開示されているが、触媒を多量に使用す
る必要がある。
【０００４】
非特許文献１にはトリス（２，４－ヘキサンジオナト）プラセオジムの合成法が開示され
ているが、トリス（２，６－ジメチルヘプタン－３，５－ジオナト）プラセオジムについ
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ては記載されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１２６３３３号公報
【特許文献２】特開昭５９－１５０８号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Journal of Inorganic and Nuclear Chemistry (1966), 28(11), 2719.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、新規なプラセオジム化合物およびその製造方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、新規なプラセオジム化合物およびその製造方法を提供することを目的とする
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、新規なプラセオジム化合物およびその製造方法を提供する。なお、上記プラ
セオジム化合物は、オレフィン重合触媒や化学蒸着用化合物として用いることができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明のガドリニウム化合物は、トリス（２，６－ジメチルヘプタン－３，５－ジオナ
ト）プラセオジムである。
【００１１】
　上記のトリス（２，６－ジメチルヘプタン－３，５－ジオナト）プラセオジムは、プラ
セオジム化合物と２，６－ジメチルヘプタン－３，５－ジオンとを溶媒中で反応させるこ
とで得られる。
【００１２】
　上記のプラセオジム化合物としては、プラセオジムアルコキシドおよびハロゲン化プラ
セオジムなどが挙げられる。
【００１３】
　上記のプラセオジムアルコキシドとしては、例えば、プラセオジムエトキシド、プラセ
オジムｎ－プロポキシド、プラセオジムイソプロポキシド、プラセオジムブトキシドなど
が挙げられる。
【００１４】
　上記のハロゲン化プラセオジムとしては、例えば、三フッ化プラセオジム、三塩化プラ
セオジム、三臭化プラセオジム、三ヨウ化プラセオジムなどが挙げられる。
【００１５】
　上記の溶媒としては、例えば、水、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、イソ
プロピルアルコール、ｎ－ブタノール、イソブチルアルコール、ｔ－ブチルアルコール、
アセトン、メチルエチルケトン、ジエチルケトン、メチルイソブチルケトン、酢酸メチル
、酢酸エチル、酢酸プロピル、酢酸ブチル、ジメチルエーテル、ジエチルエーテル、ジイ
ソプロピルエーテル、テトラヒドロフラン、テトラヒドロピラン、ジオキサン、ペンタン
、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、ノナン、デカン、ウンデカン、ドデカン、シクロペン
タン、シクロヘキサン、ベンゼン、トルエン、キシレン、クメン、シメンなどが挙げられ
る。
【００１６】
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　これらの溶媒は、一種用いてもよく、二種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００１７】
　反応温度は－３０～１５０℃の範囲が好ましく、０～１００℃の範囲が特に好ましい。
【００１８】
反応時間は１分～１２時間の範囲が好ましく、５分～５時間が特に好ましい。
【００１９】
（合成例）
　以下に本発明に基づく合成例について具体的に記載する。
プラセオジム含量の測定は、ＩＣＰ発光分析法にて行った。測定には、バリアンジャパン
社製ＩＣＰ発光分光分析装置　Ｖｉｓｔａ　ＭＰＸ型を用いた。
【００２０】
（合成例１）
　３００ｍｌのナシ形二つ口フラスコに高純度化学研究所製トリイソプロポキシプラセオ
ジムを０．６４ｇ（２．０１ｍｍｏｌ）、２，６－ジメチルヘプタンジオンを０．９５ｇ
（６．０５ｍｍｏｌ）および脱水トルエン１０ｍｌを加え、マグネティックスターラーに
て攪拌した。トルエン還流下で２０時間反応を行い、トルエンを留去し、減圧乾固した。
得られた固体を１１０℃にて２時間減圧乾固し、トリス（２，６－ジメチルヘプタンジオ
ナト）プラセオジムを得た。収量０．３８ｇ（０．６３ｍｍｏｌ）、収率３１％。
　生成物の核磁気共鳴スペクトル（ＮＭＲ）の結果、１Ｈ－ＮＭＲ　δ（ｐｐｍ）：－０
．８（３６Ｈ）、０．３、０．７（計６Ｈ）、１３．７（３Ｈ）　ただし、測定溶媒はＣ

６Ｄ６を用いた。
【００２１】
（ＩＣＰ発光分析)
合成例１において合成されたトリス（２，６－ジメチルヘプタン－３，５－ジオナト）プ
ラセオジムについて、ＩＣＰ発光分析法にてプラセオジムの含量を算出した。分析測定を
２回行い、測定値が理論値とほぼ同等の数値を示したことから、一個のプラセオジム原子
あたり、三個の２，６－ジメチルヘプタン－３，５－ジオン配位子が結合していることが
示唆された。その分析結果を表１に示した。
【００２２】
【表１】

【００２３】
（重合触媒用途)
　合成例１において合成されたトリス（２，６－ジメチルヘプタン－３，５－ジオナト）
プラセオジムは、例えば共役ジエン重合用触媒として用いることができる。
【００２４】
（共役ジエン重合例)
内容量１．５Ｌのオートクレーブの内部を窒素置換し、トルエン３１５ｍｌ及びブタジエ
ン１８０ｍｌからなる溶液を仕込んだ。次いで、トリエチルアルミニウム（ＴＥＡ）のト
ルエン溶液（２ｍｏｌ／Ｌ）１．２５ｍｌを添加した。次に、トリス（２，６－ジメチル
－３，５－ヘプタンジオナト）プラセオジムのトルエン溶液（０．０２ｍｏｌ／Ｌ）１．
５ｍｌを添加した後、トリフェニルカルベニウムテトラキス（ペンタフルオロフェニル）
ボレートのトルエン溶液（０．４３ｍｏｌ／Ｌ）０．１４ｍｌを添加した。４０℃で２５
分間重合した後、老化防止剤を含むエタノール溶液３ｍｌを添加し、重合を停止した。オ
ートクレーブの内部を放圧した後、重合液にエタノールを投入し、ポリブタジエンを回収
後、８０℃で３時間真空乾燥した。得られたポリブタジエンは、収量９．５０ｇ、シス体
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